












目的 

ハイリスク概念の導入,脳障害児の新生児期にみられ易い症状,神経学的検査などより,新

生児期における脳障害児の診断は以前に比しかなり容易におこなわれるようになってきた

。しかし脳障害がありながら妊娠,分娩,新生児期になんら異常のみられない silent 

neurological abno-rmalitiesの診断は容易ではない。脳障害の 15～20%は新生児期になん

ら異常がみられないといわれ,これらの診断は在胎月数の評価,軽度の症状,所見の総合に

よりなされると考えられている。我々は 5年前より従来の神経学的診察に加え,新生児の行

動に関する研究をおこなってきた。今回は正常児と脳障害児の state 状態を研究すること

により,脳障害児の早期診断をおこなうのを目的とした。 


